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ますが、これからは劾強のほうに頭

耀鯉遍麓零駕も寵蓬酔もいると勵鮒、
梅雨時の催匪蓑 崎(〈てラフ〕§〈ぐで")6(<S')6(<S))i;(C言う)も

これから梅雨に入って雨降りの日が多くなると､ふだん元気な人でもなんとなく憂毒になったりしますよね。

じめじめするこの時期をちょっとした注意で快適に過ごしてみましょう。

→･体を清潔に ムシムシして汗をかきやすいので､ハンカチやタオルは忘れずに。

・食中毒に注意 一番大切な予防の基本は手洗いです。

q怪我に注意 廊下力帽りやすくなっているかもしれません｡部舌等で走るときは転ばないように。

・晴れ間を大切に 晴れた日があったら、窓を開けて風を室内に入れましょう。

・調節しやすい服装肌寒い日は刻艮で調節を。かぜをひかないように気をつけましょう。

銀却鐸 :‘(⑥渦(－‘(⑥)，(…(~‘
沖毒が増えてきます6食中毒の原因はいろいろ考えられます故予防の三原則を守っ食中毒が唐えてきま式食中毒の原因はいろいろ考えられます畝予防の三原則をそ

うらい思いをしないように気をつけましょう。

－‐一番大切なのは石鹸を使った丁寧な手洗い。食事の前やトイレの後、外出から

暑くなってくると､食中毒が増えてきま式食中毒の原因はいろいろ考えられ

て､ Iヨ言や吐き気等でつらい思いをしないように気をつけましょう。

①清潔一一一一一‐一番大切なのは石鹸を使った丁寧な手洗い。食事の＃

瀞気星誓麓農の食紘霞な板､包丁などはよく“緋
②保存に注意一---調理後はできるだけ早く食べる。常温に放置しない。

宵 ･ ‘

瀞③加熱一_中心温度75℃で,分以上の加鋤獣しい･
こと｡）

6月修『食育月間」です。 一・一○．｡－'｡･-...---

包丁などはよく洗うこと。
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毎日の食ヨさ､皆さんの体を作るだけでなく、健康を支える大切なものです｡よりよい生活のために、 I何を

食べるか｣自分で判断できる大人になってほしいと思いますbまた､栄薑を

感謝する気持ちや、食事を楽しむ心も豊かに育ててほしいと思います6

’○．鼎本ﾎ交生徒の虐這禾斗ｲ金言今糸吉昇さ力､ら

4月(ご行われた歯科検診の結果を、下の表のようにまとめてみました。

未処置歯のある人は、治療をしてしまいましょう。ふだんから丁寧なブラ

虫歯がない人 生噛治療完了した人未処置歯のあ

1年男子 51人（510％） 29人（59.2％） 20人（40.8

1年女子 67人（47.9％） 51人（69.9％） 22人（30.1

2年男子 63人（67.0％） 21人（67.7％） 10人（32.3

2年女子 64入(45.1％） 49人（62.8％） 29人（37.2

3年男子 41人（44.1％）29人（55.8％） 23人（44.2

3年女子 51人（35.7％） 70人(76.1％） 22人（23.9

◆～亙月の…原吠況-､ゞ （人） 5月は、 「かぜの症状」や、 「かぜではないけれど頭が痛い」

り慶痛や吐き気がする」という理由で来室した人が多く、感染

性胃腸炎にかかった人も数名いました。

疲れがたまっている人が多いようですも時間を有効に使って

睡眠時間を確保し、体調管理をしっかりおこなってください。

体調を崩している人は、早く治すように努力しましょう。
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体が暑さに慣れていない時期に急に暑くなると、熱中症を起こしやすくなります。暑い日に、頭痛・

めまい・吐き気などが起こったら、すぐに水分・塩分を補給し、涼しいところで休みましょう。
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